
2017
 December

平成29年12月平成29年12月
489489
12



鳥類生態学の研究者として活躍されるなか、野草園の整備など自然環境教育活動に
尽力されるとともに、坂城町教育委員会委員長として、教育の発展に貢献されました。

県の家庭児童相談員や町子育て支援センターの家庭児童相談員として、児童の健
全育成に尽力されました。

12年にわたり町林業委員を務め、特に平成26年から3年間は副会長として、委員会の円
滑な運営に尽力し、町有林の維持管理をはじめ、町林業の振興発展に貢献されました。

町消防団第７分団員として26年間啓発活動に努められ、平成12年度には分団長と
して地域防災活動に尽力されました。

町消防団第５分団員として22年間啓発活動に努められ、平成19年度には分団長と
して地域防災活動に尽力されました。

毎年７月に、社員全員が参加し、昭和橋や坂城大橋などの地域清掃活動を行い、
町の橋梁の環境美化と維持管理、並びに地域の交通安全に貢献されています。

次世代への伝統文化継承や自治区機能の向上、また荒廃農地の解消などに取り組
む「上平を元氣にする会」を設立し、会長として尽力されています。

「坂城町生活改善グループ」「味ロッジわくわくさかき」の会長として、地域食
文化の継承、また、地産地消や特産品のブランド化推進に貢献されました。

原木きのこ生産組織「お～い原木会」の会長を務めるなど、里山整備の推進と、
地域資源を活用した原木きのこの特産化、ブランド化に尽力されました。

【前列左から】西澤てるさん、中村浩志さん、山村町長、滝澤巖さん、片山一さん
【後列左から】宮下副町長、片桐修さん、鈴木博幸さん、柳澤哲さん（㈲柳沢モータース代表取締役）、
　　　　　　宮﨑教育長　　※細江冨貴子さん、柳沢謙樹さんは欠席
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【左から】宮下副町長、池田景一さん、山村町長、坂原賢一さん、宮﨑教育長

金属加工に必要な切削工具及び治具（治工具）の製作により、工程短縮、高精度製造
などの生産性の向上とコストダウンなどに貢献されました。また、社内における技
術指導と技能の伝承・後進の育成に関しては、社員の相談を受けながら精力的に取
り組み、若手社員の積極的な育成指導に努めておられます。

プラスチック製品製造のインサート成形において、フィルム挿入の治具を社内で製
作化して、位置ずれによる不良課題を解決し量産加工の対応を可能にしました。ま
た、浅間精密成形金型研究会、長野県プラスチック高度加工研究会の世話人として
会の運営に従事し、団体への貢献もされています。

　町で培われてきた高度な技能・技術の継承と習得、子どもたちへの「ものづくり教育」支援など、子
どもから大人まで技能を尊重する機運をつくる「坂城ＷＡＺＡパワーアップ事業」の一環として、も
のづくり分野における、優秀な技能者及び新技術の創出をされた方々を表彰しました。

　
江
戸
時
代
の
坂
城
で
唯
一
出
さ
れ
た
俳
句
集

『
松
蔭
集
』
が
現
代
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
著

者
の
藤
沢
雨
紅（
う
こ
う
）は
、
北
国
街
道
坂
木

宿
「
大
藤
屋
」
の
女
将
で
、蕉
風
の
俳
人
で
し
た
。

こ
の
俳
句
集
に
は
雨
紅
の
自
作
句
の
ほ
か
、
小

林
一
茶
ら
江
戸
俳
壇
の
名
句
も
た
っ
ぷ
り
お
さ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
仮
名
と
解
説
で
読
み

や
す
く
し
、
教
育
委
員
会
よ
り
刊
行
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
庶
民
の
暮
ら
し
が
垣
間
見
え
、
俳

句
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
楽
し
め
る
一
冊
で
す
。

　
書
籍
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
や
注
文
は
、
文
化

財
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
注
文
・
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
８
２―

１
１
０
９

Ａ５版　定価 1,000 円
（税込）
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　右表に該当する方を対象に、肺炎球菌予防
接種を実施しています。この予防接種によ
り、肺炎球菌による肺炎の発症や重症化を防
ぐことができます。
　該当する方には通知を送付していますが、
まだ予防接種を受けていない方は早めに受け
ましょう。

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

生年月日

昭和27年４月２日生 ～ 昭和28年４月１日生

昭和22年４月２日生 ～ 昭和23年４月１日生

昭和17年４月２日生 ～ 昭和18年４月１日生

昭和12年４月２日生 ～ 昭和13年４月１日生

昭和７年４月２日生 ～ 昭和８年４月１日生

昭和２年４月２日生 ～ 昭和３年４月１日生

大正11年４月２日生 ～ 大正12年４月１日生

大正６年４月２日生 ～ 大正７年４月１日生

年齢

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

接種日において60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・
呼吸器などに重い病気のある方

予防接種対象者

接種料金　2,000円 （30年３月31日まで）

※その後受ける場合は、全額（7,712円）
自己負担となります。
※過去に肺炎球菌ワクチン（ニューモバッ
クスＮＰ）の接種を受けたことがある方
は対象になりません。

組合名
五明上手

北日名２

金井13

堀上

込山１

中之条８

金井８

　 夫 　

山城　賢一

春日　常吉

宮原　健一

竹村　俊治

松澤　秀紀

綿貫　　弘

宮下　盛造

　妻　
久美子

むつ子

志津子

重　惠

瑞 枝

富 子

久 恵

金婚式出席者（順不同・敬称略）

　10月25日（水）、坂城テクノセンターで、第48回坂城町合同金婚式を開催し、お申込みのあったご夫婦のご結
婚50周年をお祝いしました。ご結婚された昭和42年（1967年）は、カラーテレビが急速に普及するなど、高度経
済成長期の真っ只中の年でした。出席された皆さんは、苦楽を共にした50年間を振り返り、連れ添った相手に
深く感謝し、これからも仲良く健康に暮らしたいとお話しされていました。
　いつまでも健康で、ご夫婦仲睦まじく過ごされることをお祈りいたします。
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公益財団法人さかきテクノセンターからのお知らせ

◎問い合わせ先　坂城町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎82 ー 3111（内線 214）　直通 75－6210

最高裁判所裁判官国民審査
有権者数：12,713　投票者数：7,801

（有効：7,670　無効：131）
得票数政党名

公 明 党
日 本 維 新 の 会
幸 福 実 現 党
社 会 民 主 党
自 由 民 主 党
希 望 の 党
日 本 共 産 党
立 憲 民 主 党

比 例 代 表
有権者数：12,732　投票者数： 7,922

（有効：7,670　無効：252）

小 池 裕
戸 倉 三 郎
山 口 厚
菅 野 博 之
大 谷 直 人
木 澤 克 之
林 景 一

罷免を可と
しない投票の数

罷免を可と
する投票の数

記載を無効と
されたものの数氏　名

508
472
467
474
462
474
445

7,162
7,198
7,203
7,196
7,208
7,196
7,225

0
0
0
0
0
0
0

926
342

43
117

1,839
1,934

864
1,605

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査 結果

（有効：7,767　無効：157）

得票数候補者名
木 内 ひ と し
小 金 澤 ゆ か
井 出 よう せ い
及 川 幸 久

2,275
1,011
4,384

97

男
6,221
3,932
2,289
63.21
59.49

女
6,511
3,992
2,519
61.31
57.72

計
12,732
7,924
4,808
62.24
58.58

投票者数・投票率
当 日 の 有 権 者 数
投 票 者 数
棄 権 者 数
投 票 率 （ ％ ）
前回投票率（平成26年）

小 選 挙 区

平成29年
10月22日（日）

【講師略歴】
　1943年坂城町上平生まれ。東京大学および東京大学大学院修了後、1972年、東京大学東京天文台に勤務。野辺山太陽電波観
測所、野辺山宇宙電波観測所での観測的研究を行う。1988年に宇宙科学研究所（ISAS）に異動、以後、電波天文衛星「はるか」に
よる国際スペースVLBI計画の実現に携わり、「はるか」科学主任、プロジェクトマネージャーを務める。2007年よりJAXA宇宙教
育センター参与、続いてセンター長、2009年JAXA退職。2010年から2011年まで、中国科学院招聘研究員。

◎申込・問い合わせ先　（公財）さかきテクノセンター　☎82 ー 0001

宇宙航空研究開発機構（JAXA）名誉教授
理学博士　NPO法人「子ども 宇宙 未来の会」理事

日時 12月20日（水）午後３時～４時30分 場所 坂城テクノセンター　研修室

入場料 無料 主催 （公財）さかきテクノセンター

平林 久 氏
（坂城町出身）

講師
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◇ごみ収集処理の休業　12月30日（土）～１月３日（水）

◇家庭用雑排水汚泥収集の休業
　12月29日（金）～１月３日（水）
　年内の収集申込期限　12月20日（水）
　申込先　(株)アスター  ☎026－273－2610

　年末特別警戒は、地域住民、関係機関・団体、ボランティアの皆さんの協力を得て、町民一人ひとりの安
全意識の高揚を図るとともに、年末に多発しやすい犯罪、交通事故及び火災などを未然に防止し、住民生活
の安全と安心を確保するために行われます。
　期間中、地区防犯指導員さんや消防団の皆さんが、地区内のパトロールを行いますので、ご理解、ご協力
をお願いします。

【消防団歳末特別警戒】
12月27日～30日 火の用心　ことばを形に　習慣に

【年末の交通安全特別警戒】
12月１日～31日 思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係　☎82－3111（内線124）　直通75－6204

【年末の地域安全特別警戒】
12月１日～31日 年の暮れ　みんなでつくろう　安心の街

◎問い合わせ先　・ごみ処理、し尿・家庭用雑排水汚泥の収集について
　　　　　　　　　　住民環境課環境保全係　☎82－3111（内線125）　直通75－6204
　　　　　　　　・火葬業務について　葛尾組合　☎82－2349

◇葛尾組合火葬業務の休業

・12月29日（金）～31日（日）
　…午前のみ受け入れ

・１月１日（月）
　…終日休業

・１月２日（火）、３日（水）
　…午前のみ受け入れ

年内の燃えるごみの最終収集日
・南条、中之条地区と網掛、小網
　…12月28日（木）

・坂城地区と上五明、上平、月見
　…12月29日（金）
※詳しくは、ごみ収集カレンダーを

ご確認ください。

◇し尿収集の休業
　12月30日（土）～１月５日（金）

　年内の収集申込期限　12月22日（金）
　申込先　(株)アクティブ  ☎82－3675
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　インフルエンザウイルスに感染することで起こる病気です。主な感染経路は、咳
やくしゃみの際に口から発生される小さな水滴（飛沫）による飛沫感染です。症状は、
38度以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身の倦怠感などの症状が比較的急速に
現れます。普通の風邪に比べて全身症状が強いのが特徴です。

　ワクチンの有効期間は接種後、約２週間～約５か月間です。今年受けていない方は、年内中に予防接種
を受けるようにしましょう。
　65歳以上の人、または60～64歳以上で心臓・腎臓・呼吸器に重い病気のある方は、自己負担1,000円で
インフルエンザの予防接種を受けることが出来ます。対象者の方には通知をお送りしています。

保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

　外出後、食事を作る前、ご飯を食べる前など、日ごろから習慣をつけましょう。手洗いはアルコール製
剤を併用するとより効果的です。

　外部のウイルス侵入をブロックしてくれます。また、感染した人がウイルスを周囲に飛ばすことを防ぐ
役割もあります。発熱や咳などの症状がある人は、人に移さないためにもマスクをしましょう。

坂
城
町
認
知
症
オ
レ
ン
ジ
ノ
ー
ト
は
、
町
内
の
医
療
機
関
・

薬
局
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
役
場

福
祉
健
康
課
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　【
坂
城
町
認
知
症
オ
レ
ン
ジ
ノ
ー
ト
】
は
、
認
知
症
の
人
を
支

え
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
知
識
や
適
切
な
対
応
、
認
知
症
の

進
行
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
症
状
に
応
じ
た
医
療
や
介
護
な

ど
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ（
ケ
ア
パ
ス
）を
示
し
た
冊

子
で
、
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
す
た
め
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
作
成
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
認
知
症
の
方
の
介
護
や
、

認
知
症
の
方
と
接
す
る
際
の
参
考
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
健
康
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
７
・
１
３
８
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
５
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医
療
費
控
除
の
特
例

【
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
】

医
療
費
控
除
は
領
収
書
が

提
出
不
要
に

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

領
収
書
の
提
出
が
不
要
に
な
り
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
み
の
作
成
・

添
付
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療

費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署

か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
提
示
ま
た

は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

◉ 

健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
を

添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を
省

略
で
き
ま
す
。

　
健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の

予
防
と
し
て
、
予
防
接
種
や
健
康
診

断
な
ど
の
一
定
の
取
組（
後
述
の
書

類
の
提
出
が
必
要
）を
行
う
方
が
、

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
に
係
る
特

定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
通
常
の
医
療
費
控

除
と
の
選
択
に
よ
り
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療

費
控
除
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◉
な
お
、
申
告
さ
れ
る
方
が
「
一
定

の
取
組
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

要
件
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
取
組

を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
購
入
の
際
の
領
収
書
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
対
象
商
品
で
あ
る
旨
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。
具
体
的

な
品
目
一
覧
は
、
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

「
対
象
品
目
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

◎問い合わせ先　上田税務署　☎0268－22－1234　総務課税務係　☎82－3111（内線 143）　直通 75－6206

★ゼイム EX
ズツウヤク 60
ハンドソープ
★カクテイ胃腸薬 MN

2017 年 4 月 1 日（土）12:00

■　領収書　■

￥1,273
￥760
￥298
￥891

小　計　4 点　　　　　　　　  ￥3,222

合　計　　　　　　  ￥3,222
内消費税　   　　　　　　　　     ￥238
お預り　　   　　　　　　   　   ￥4,000

お釣り　　　　　　　￥778
★印はセルフメディケーション税制対象商品です

坂 城 薬 局
坂城店　☎0268-82-◯◯◯◯
坂城町大字坂城△△△番地

その年中に支払った特定
一般用医薬品等購入費

保険金などで補填
される金額 12,000 円 セルフメディケーション税制に係

る医療費控除額（最高 88,000 円）

医療費控除の申告は、確定申告書等作成コーナーで作成できます。
また「医療費控除・セルフメディケーション税制の明細書」も作成できます。

作成コーナー 検 索
www.keisan.nta.go.jp

このマークが
目印です！
このマークが
目印です！

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

対
象
と
な
る
商
品

セルフメディケーション税制の適
用を受けることを選択した方は、
従来の医療費控除を受けること
はできません。

【
申
告
時
に
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
な
書
類
】

･「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
」（
作
成
し
て
添
付
）

･
適
用
を
受
け
る
年
分
に
お
い
て
一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

　
す
る
左
記
の
い
ず
れ
か
の
書
類（
添
付
ま
た
は
提
示
）

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
ま
た
は
定
期
予
防
接
種（
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
感
染
症
等
）の
領
収
書
ま
た
は
予
防
接
種
済
証

◆
町
の
が
ん
検
診
の
領
収
書
ま
た
は
結
果
通
知
表

◆
職
場
で
受
け
た
定
期
健
康
診
断
の
結
果
通
知
表
（
※ 「
定
期
健
康
診

断
」と
い
う
名
称
ま
た
は「
勤
務
先
名
称
」の
記
載
が
必
要
で
す
。）

◆
特
定
健
康
診
査
の
領
収
書
ま
た
は
結
果
通
知
表
（
※ 「
特
定
健
康

診
査
」と
い
う
名
称
ま
た
は「
保
険
者
名
」の
記
載
が
必
要
で
す
。）

◆
人
間
ド
ッ
ク
や
が
ん
検
診
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
健
診（
検
診
）の

領
収
書
ま
た
は
結
果
通
知
表（
※ 「
勤
務
先
名
称
」ま
た
は「
保
険

者
名
」の
記
載
が
必
要
で
す
。）

◆
勤
務
先
ま
た
は
保
険
者
か
ら
の
一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
の
証
明
書

◉
詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ「
一
定
の
取
組
の
証
明
方
法
」を
参
照
。

888



受験申込書及び履歴書
・郵便で請求する場合は、封筒の表に「坂城町職員募集要項 請求」と朱書し、92円切手を貼ったあて先明

記の返信用封筒を同封して坂城町役場総務課総務係へ郵送してください。（町ホームページにも募集要
項及び受験申込書を掲載しています。）

・受験申込書及び履歴書に、本人が必要事項を記入し、坂城町役場総務課総務係（庁舎２階）に持参また
は郵送してください。（受験申込書及び履歴書に記載された個人情報は適正に管理し、職員採用試験の
みに使用します。）

受付期間　平成29年12月１日（金）～12月18日（月）
受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分　※郵送の場合は、12月18日の消印のあるものまで有効
受 験 票　受付期間終了後に郵送します。平成30年１月12日（金）までに届かない場合は、お問い合わせ

ください。※受験票には、履歴書と同一の写真を添付してください。

平成５年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方で、学校教育法に
よる４年制大学以上を卒業、または平成30年３月までに卒業見込みの方。

区 分 採用予定人員 資 格

行 政 若 干 名

・平成30年４月１日時点で坂城町に住所登録がされている方とします。
・次のいずれかに該当する方は、受験できません。
　１）日本の国籍を有しない方　２）地方公務員法第16条に規定する欠格事項に該当する方

受 験 資 格

受 験 手 続 き

◎問い合わせ先　〒389-0692  長野県埴科郡坂城町大字坂城10050番地　坂城町役場総務課総務係
　　　　　　　　☎0268－82－3111（内線212）　直通0268－75－6210
　　　　　　　　Ｅメール　soumu@town.sakaki.nagano.jp

社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、
数的推理及び資料解釈に関する一般知能　　　　　（40題  択一式）

大学卒

教養試験
（２時間）

専門試験
（２時間）

政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財
政学、社会政策及び国際関係　　　　　　　　　　（40題  択一式）

試験の種類 試験区分 種 目 内　　　容
第１次試験　日時：平成30年１月28日（日）午前10時（受付開始：９時30分）　場所：坂城町役場

行 政

試験の方法及び内容

結果発表・採用
結果発表　第１次試験の結果は平成30年２月中旬までに、第２次試験の結果は平成30年３月上旬頃までに通

知します。
採　　用　最終合格者（第２次試験合格者）は、坂城町職員採用候補者名簿に登載され、平成30年４月１日

以降に採用する予定です。

第２次試験　日時・場所は、平成30年２月中旬までに第１次試験合否通知書で通知します。
　　　　　　最終学校卒業証明書、同校成績証明書の提出を求めます。
　　　　　　面接試験：個別面接による試験　　作文試験：一般事項などについての作文試験
　　　　　　資格検査：受験資格の有無及び申込書記載事項の真否についての調査

社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、
数的推理及び資料解釈に関する一般知能　　　　　（40題  択一式）大 学・

高専卒

教養試験
（２時間）

数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測量、土木計画（都市
計画含む。）、材料・加工　　　　　　　　　　　（30題  択一式）

行   政
（土 木）

※全ての試験区分において、事務適正検査、職場適応性検査及び一般性格診断検査（合計50分）を実施します。

平成 29 年度  坂城町職員採用試験 受験案内

昭和59年以降に生まれた方で、土木について学校教育法による４年制大学ま
たは高等専門学校卒業程度の知識を有し、平成30年３月までに卒業、または
卒業見込みの方。

大 学・
高専卒

大学卒
（新卒枠）

若 干 名行  政
（土  木）

専門試験
（２時間）

9



１０５
６
５

２６
０

１４２

５
０
２
７
０

１４

１０３
６
４

２３
０

１３６

H29.4.1
現在

採用者数退職者数H28.4.1
現在

一般事務職
技 術 職
保 健 師
保 育 士
技能労務職
合 計

職 種

単位：人（１）職員の採用・退職の状況（H28.4.2～H29.4.1）
１．職員の任免及び職員数に関する状況

　人事行政の公平性・透明性の確保を目的に制定した「坂城町人事行政の運営等の状況に関する条例」に
基づき、職員数や給与、勤務条件などの状況を公表します。

0 人

0 ％

0 人

0 ％

―

―比　　率（Ｂ/Ａ）

普通昇給期間（12 月）
を短縮して昇給した
職員数　  　　　（Ｂ）

技能労務職
0人

一般行政職
97人

代表的な職種

職員数  136人（Ａ）
合 計

区 分
（７）昇給期間短縮の状況（平成28年度）

３
０
１
４
０
８

410,719円

394,804円

373,460円

―

―

―

―

―

―

―

―

―

※一般行政職とは、税務職員・保健師・企業職員（下水道）・技能労務職など
を除いた職員をいいます。

43歳
６月330,531円

337,966円

322,500円町

県

国

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
（H29年４月１日現在）

（３）職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢

区
分 平均給料

月　　額
平均給与
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均
年齢

45歳
３月
44歳
９月

※「坂城町一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による
職員数です。
※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

８

8.2

計課 長
主 幹
技 幹

係 長
主 査
主 任

標準的な
職務内容

区 分

（６）一般行政職の級別職員数の状況（H29年４月１日現在）

主事補
技師補

主 事
技 師 副参事 参 事

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

職員数 (人)

構成比 (％)

97

100.0

３

3.1

３

3.1

39

40.2

28

28.9

16

16.5

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいいます。

７年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況

区 分

一般行政職
259,600円

―

229,900円

―

大学卒

高校卒

311,900円

―

経 験 年 数
（H29年４月１日現在）

※人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費などです。
※特別職とは、町長・副町長・教育長・町議会議員・農業委員会委員・教育
委員会委員・監査委員・選挙管理委員会委員・消防団員及び各種審議会委
員などをいいます。

17.29％72,683
千円

6,381,695
千円15,185人

人件費率
（Ｂ/Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支歳出額

（Ａ）
住民基本台帳人口
(H29.3.31 現在 )

（１）人件費の状況（H28年度普通会計決算額）
２．職員の給与の状況

1,103,432
千円

※職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・宿日直手当・通
勤手当などで、退職手当は含まれていません。

134人

１人当たり
の給与費
（Ｂ/Ａ）計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給 料

給与費（千円）職員数
（Ａ）

（２）職員給与費の状況（H29年度一般会計当初予算）

485,623 92,005 186,196 763,824 5,700千円

研修派遣による

欠員補充等による増
欠員補充等による増

事業見直し等による減

増 減 理 由増減数

―
１
―
５
１
―
―
―

△１
―
―
―
―
６

２
２７
１０
３８

９
１

１１
５

１０
１５

４
２
２

１３６

職 員 数

議会事務局
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
教 育
下 水 道
国民健康保険
介 護 保 険
合 計

部 門

（２）部門別職員数の状況と増減（分類は定員管理調査による）

２８年度

単位：人

坂城町県国区 分

（４）職員の初任給の状況（H29年４月１日現在）

一般行政職
188,200円

153,300円

大学卒

高校卒

※初任給は、試験採用によるものです。

181,500円

148,800円

178,200円

146,100円

２９年度
２

２８
１０
４３
１０

１
１１

５
９

１５
４
２
２

１４２
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人事行政の運営等の状況

９．不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成28年度）

８．勤務条件に関する措置の要求の状況（平成28年度）

３か月以内

（３）育児休業の状況（平成28年度）

平均取得日数制 度 の 概 要
（２）有給休暇の状況（平成28年度）

午前８時30分

休憩時間終了時刻
（１）職員の勤務時間（平成28年度）
３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 （８）職員手当の状況（平成28年度）

職員全体に占める
手当支給職員の割合

特殊勤務
手　　当
（28年度）

全 職 種区 分

支給対象職員 1人
当たりの平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な手当の名称

4.3％

廃棄物、汚物等処理手当

18,191円

用地交渉手当

徴収手当

６種

時間外勤務手当
（28年度）

支 給 総 額

職員１人当たり支給年額

47,040千円

313千円
※選挙  投票・開票事務の手当も含まれています。

開始時刻

午後５時15分 午後０時～午後１時

１年につき20日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（最大40日） 5.3日

取得者数
取 得 期 間

３人
３～６か月 １～３年６～12か月

３人

※分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行わ
れる処分で、公務能率の維持を目的として行われます。

※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的として行われます。

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成28年度）
分 限 処 分 者

免職
―

計
―

戒告
―

減給
―

停職
―

免職
―

計
２

降任
―

休職
２

懲 戒 処 分 者

（１）営利企業従事制限にかかる許可の状況（平成28年度）
５．職員の服務の状況

申請件数 許可件数 内 容
46件 46件 消防団員・統計調査員など

１
33
５
39

講座数 受講者数
（人）研 修 区 分

６．職員の研修の状況（平成28年度）

内 容

職員接遇研修
専 門 研 修
全職員対象研修

計

78
266
278
622

職員接遇研修
一般行政職員研修など
人事評価制度研修など

認 定 件 数区 分
（３）公務災害補償の認定状況（平成28年度）

　地方公務員法に基づく職員の保健、元気回復その他厚生に関
する事項を実施するため、坂城町職員互助会を設置し各種事業
を行っています。

（２）職員互助会の設置

（１）職員の定期健康診断の状況（平成28年度）
７．職員の福祉及び利益の保護の状況

健 康 診 断 の 種 類 受診者数
定期健康診断（健康スクリーニング）

人間ドック
47人
92人

公務災害
通勤災害

―
―

要求件数　なし

申し立て件数　なし

区分

勧奨の場合（勤続15年
以上59歳未満）８号俸無退職時特別昇給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

支給率

国に同じ

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

6月期

12月期

計

退職
手当

期末
及び
勤勉
手当

坂 城 町国
勤勉手当

0.750月分

0.850月分

1.600月分

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

勤勉手当

0.750月分

0.850月分

1.600月分

有職制上の段階、職務の
級等による加算措置

自己都合 勧奨・定年

20.445月分

29.145月分

41.325月分

49.59月分

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

自己都合 勧奨・定年

20.445月分

29.145月分

41.325月分

49.59月分

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

扶養手当

国の制度
との同異

国の制度と
異なる内容

区　分
（28年度） 国の制度

扶養親族のある職員に
支給されます

住居手当

通勤手当

借家又は借間に居住
し、一定額以上を超え
る家賃を支払っている
職員に支給されます

通勤のために交通機関
等を利用して、その運
賃等を負担することを
常例とする職員に支給
されます

異

一部異

同じ ―

長野県と同額

町外に自ら居
住する住宅を
借 り、月 額
12,000 円を超
える家賃を支
払っている職
員は、相当す
る額の 1/3

810,000円

670,000円

602,000円

月 額区 分

（９）特別職の報酬等の状況（H29年４月１日現在）

給 料

町 長

副 町 長

教 育 長
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10
月
14
日（
土
）、
鉄
道
の
日
に
坂
城
駅

前
多
目
的
広
場
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る

１
６
９
系
電
車
で
、
町
と
１
６
９
系
電
車
保

存
会
主
催
の
撮
影
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
今
回

も
、
電
車
正
面
に
昔
懐
か
し
い
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
や
方
向
幕
が
装
着
さ
れ
る
度
に
フ
ァ
ン
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
様
々
な
表
情
を
見
せ

る
車
両
を
好
き
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
何
枚
も

カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
自
慢
の
鉄

道
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

車
内
に
Ｎ
ゲ
ー
ジ
、旧
国
鉄
や
Ｊ
Ｒ
の
制
服
、

切
符
、
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

 

　
さ
ら
に
屋
外
に
設
置
し
た
テ
ン
ト
で
は
、

鉄
道
グ
ッ
ズ
や
撮
影
会
限
定
駅
弁
、
町
内
製

菓
店
・
飲
食
店
の
１
６
９
系
電
車
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
を
販
売
し
、
鉄
道
フ
ァ
ン
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢

の
方
が
楽
し
み
ま
し
た
。

今年も169系電車撮影会が開催されました

わからなくても気軽に質問や相談ができる

坂城中学校で「放課後学習会」を実施
　
坂
城
中
学
校
で
は
、
３
年
生
を
対
象
に

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
、「
放
課
後
学
習
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
学
習
会
の
特
徴
と
し
て
、
町
内
企

業
の
若
手
社
員
、
ま
た
は
町
内
の
教
員
Ｏ

Ｂ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務
め
て
お

り
、「
坂
城
の
子
は
坂
城
で
育
て
る
」
と
い

う
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
25
日（
水
）に
行
わ
れ
た
学
習
会
に

は
42
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
自
分
の
勉
強

し
た
い
科
目
の
問
題
集
を
開
い
て
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
私
語
を
せ
ず
黙
々
と
勉
強

に
取
り
組
み
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
講
師
に
質
問
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

て
、
学
習
習
慣
の
定
着
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

「税金」ってなんだろう？

南条小学校で租税教室が行われました
　
10
月
24
日（
火
）、
南
条
小
学
校
で
、
子

供
た
ち
に
税
金
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
租
税

教
室
に
参
加
し
た
の
は
６
年
生
の
児
童
た

ち
で
、
講
師
は
町
税
務
係
職
員
が
務
め
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
税
金
の
種
類
を
紹
介
し
て
い

く
と
、
児
童
た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
の
税

金
が
あ
り
、
と
て
も
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　
そ
の
後
、「
も
し
税
金
が
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
内
容
を
題
材
に
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
た
り
、
税
金
で
作
ら
れ
て
い
る
施
設

や
建
物
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
分
類
し
て

み
た
り
と
、
税
金
の
仕
組
み
や
役
割
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
か
ら
は
、「
税
金
に
つ
い
て
あ

ま
り
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
今
日
授

業
を
受
け
て
、わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
税

金
は
大
切
な
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
。」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

記念グッズや限定駅弁も販売！
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第46回坂城町文化祭  ～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　
10
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）
の

２
日
間
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
文
化
の

館
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

第
46
回
坂
城
町
文
化
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
は
、「
第

40
回
町
民
ま
つ
り
坂
城
ど
ん
ど
ん
」

で
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
を
行
っ
た
小
松

美
羽
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来

場
さ
れ
た
方
は
、
作
品
の
色
鮮
や
か

さ
や
絵
の
具
の
躍
動
感
を
間
近
で
鑑

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
祭
を
記
念
し
て
、
さ

か
き
ふ
れ
あ
い
大
学
教
養
講
座 
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
「
チ
ェ
ロ
と

ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ
ノ
に
よ
る
室
内

楽
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
演

は
チ
ェ
リ
ス
ト
・
海
野
幹
雄
さ
ん
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
春
絵
さ
ん
ご
夫
妻
と
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
鵜
木
絵
里
さ
ん
の

３
人
。
ヘ
ン
デ
ル
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
・

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
有
名
作
曲
家
の

曲
や
「
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
」
な
ど

日
本
の
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
演
奏
に
、

ソ
プ
ラ
ノ
の
美
し
い
声
が
重
な
る
こ

と
で
、
普
段
と
は
ま
た
違
っ
た
曲
と

な
り
、
会
場
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
素

晴
ら
し
い
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
南
側
の

御
堂
川
沿
い
で
は
、「
出
張
ふ
ー
ど

市
」
が
開
催
さ
れ
、
10
％
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
坂
城
商
品
券
の
販
売
、
ワ
ン

コ
イ
ン
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
、
地
元
商
店
を
中
心
と
し
た
生

鮮
三
品
を
始
め
と
す
る
食
材
や
、

お
団
子
・
大
福
・
ク
ッ
キ
ー
等
の
お

菓
子
、
手
作
り
雑
貨
や
メ
ン
ズ
、
レ

デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
お
買
い
物

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
文
化
祭
２
日
目
は
、
文
化
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
芸
能
公
演
が
行
わ

れ
、
22
団
体
が
参
加
し
、
民
謡
、

舞
踊
、
こ
ど
も
能
楽
、
パ
ド
ル
体
操
、

獅
子
舞
、
歌
唱
、
オ
カ
リ
ナ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
演
目
を
発
表
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
が

出
演
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
さ
れ
、
芸
能
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の

心
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

ば
か
り
で
し
た
。

作品展示、クラシックコンサート、芸能公演で芸術の秋を味わう

▲体育館での作品展示▲体育館での作品展示

▲クラシックコンサート▲出張ふーど市

▲芸能公演

▲（左）宮原凛成さん、（右）牧内愛美さん

坂城中学校１年・宮原凛成さん  ジュニアオリンピック優勝
中学１年女子走り幅跳び

　
第
48
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会
が
、
10
月
27
日
か
ら

29
日
ま
で
横
浜
市
に
あ
る
日
産
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
、
坂
城
中
学
校

か
ら
宮
原
凛
成
さ
ん
、
牧
内
愛
美
さ

ん
の
２
名
が
、
中
学
１
年
女
子
走
り

幅
跳
び
に
出
場
し
、
宮
原
さ
ん
が
、

大
会
記
録
に
あ
と
４
㎝
と
せ
ま
る
５

ｍ
52
㎝
で
、
見
事
１
位
に
輝
き
ま
し

た
。
全
国
か
ら
実
力
者
が
集
ま
る
中
、

そ
の
頂
点
に
立
っ
た
宮
原
さ
ん
は
、

「
自
己
ベ
ス
ト
（
５
ｍ
60
㎝
）
に
届

か
な
く
て
悔
し
い
。
も
っ
と
練
習
し

た
い
。」
と
さ
ら
な
る
目
標
に
向
け

て
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
牧
内
さ
ん
は
、
４
ｍ
77
㎝

と
健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
予

選
通
過
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
人
と
も
今
回
の
経
験
を
糧
に
、
今

後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

り    

な                                                

あ     

み
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ

ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口
座

振
替
は
、
12
月
26
日（
火
）に
指
定
口

座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振
替

日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
12
月
15
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
第
69

回
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
い
じ
め
・
体

罰
な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
、
セ

ク
ハ
ラ
・
性
差
別
な
ど
女
性
に
関
す

る
問
題
、
同
和
問
題
、
家
庭
に
関
す

る
悩
み
な
ど
、
日
頃
お
困
り
の
こ
と

に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
４
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
４
会
議
室（
３
階
）

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生
係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　
歯
周
疾
患
は
認
知
症
・
肺
炎
・

糖
尿
病
な
ど
多
く
の
疾
患
と
関
連
し

て
い
ま
す
。
全
身
疾
患
を
予
防
す
る

た
め
に
も
、
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け

て
自
分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
積
極
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
各
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
治
療
中
の
方
や
既
に
か
か
り

つ
け
医
で
検
診
を
受
け
て
お
り
、
今

回
検
診
が
必
要
な
い
方
は
、
お
手
数

で
す
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
旨

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

検
診
対
象
者
　
平
成
29
年
度
に
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
達
す

る
方（
対
象
者
に
は
平
成
29
年
６

月
末
に
案
内
を
通
知
し
ま
し
た
）

検
診
期
間
　
平
成
30
年
２
月
28
日

（
水
）ま
で

検
診
場
所
　
町
内
及
び
千
曲
市
な
ど

の
歯
科
医
院

受
診
方
法
　
実
施
医
療
機
関
で
受
診

日
を
予
約
し
、「
歯
周
疾
患
検
診

受
診
票
」
の
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
受
診
時
に
受
付
へ
提
出

検
診
料
金
　
１
５
０
０
円（
受
診
時

に
窓
口
で
お
支
払
い
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　
平
成
31
年
か
ら
、
農
業
経
営
者

ご
と
の
収
入
全
体
を
対
象
と
し
た

総
合
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
「
収
入
保
険
制
度
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
（
青
色
申
告
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
）。

　
実
施
に
あ
た
り
、
制
度
の
内
容

（
収
入
保
険
の
メ
リ
ッ
ト
や
加
入
の

手
続
き
な
ど
）
に
つ
い
て
、
長
野

県
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
21
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　（
２
時
間
半
程
度
の
予
定
）

会
場
　
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル（
長

野
県
松
本
文
化
会
館
）中
ホ
ー
ル

参
加
申
込
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、氏
名
・
住
所
・
職
業
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２

６
７―

５
８―

２
５
９
０
）ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル【tosh

in
-soum

u

　@
n

o
sai-n

ag
an

o
.o

r.jp
】ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　N
O

SAI 

長
野
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６
７―

５
８―

２
５
８
０

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
・

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
・
大
学
等
に
入

学
、
在
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

融
資
額
　
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き

　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内

金
利
　
年
１
・
７
６
％（
母
子
家
庭

の
方
な
ど
は
年
１
・
３
６
％
）

　（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
）

返
済
期
間
　
15
年
以
内（
母
子
家
庭

の
方
な
ど
は
18
年
以
内
）

※

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索
】
ま
た

は
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０―

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
☎
０
３

―

５
３
２
１―

８
６
５
６
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
　
長
野
支
店

　
国
民
生
活
事
業

　
☎
０
２
６―

２
３
３―

２
１
４
１

　

町
県
民
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
）

介
護
保
険
料（
第
６
期
）

納
期
限
は
12
月
26
日（
火
）
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【
白
色
決
算
説
明
会
】

　平
成
29
年
分
の
白
色
事
業
所
得
者

等
の
決
算
の
仕
方
や
収
支
内
訳
書
の

作
成
等
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

※

「
白
色
事
業
所
得
者
等
」
と
は
、

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
白

色
申
告
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

会
場
・
日
時
　
12
月
14
日（
木
）

　
・
午
前
10
時
〜
正
午

　
・
午
後
２
時
〜
４
時

　（
上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル
）

【
消
費
税
説
明
会
】

　
平
成
29
年
分
の
消
費
税
の
決
算
の

仕
方
や
申
告
書
の
作
成
等
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
・
日
時
　
平
成
30
年
１
月
18
日（
木
）

　
・
午
前
10
時
〜
正
午

　（
上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署
　
☎
２
２―

１
２
３
４

　
町
の
集
団
健
診
で
、
５
・
６
月
に

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、

冬
期
集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
！

　
ま
だ
健
診
を
お
済
み
で
な
い
方
は

忘
れ
ず
に
受
診
し
、
今
年
一
年
を
締

め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
程
　
12
月
10
日（
日
）午
前

　
　
　
12
月
11
日（
月
）午
前
・
午
後

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
・
健
診
料
金

・
39
歳
以
下
の
方…

２
８
０
０
円

・
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者…

２
５
０
０
円

・
75
歳
以
上
の
方…

無
料

申
込
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
問
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

【
予
備
自
衛
官
補
】

資
格
（
一
般
）

　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

資
格
（
技
能
）

・
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者

・
資
格
に
応
じ
53
歳
〜
55
歳
未
満
の
者

受
付
　
平
成
30
年
１
月
９
日
か
ら

４
月
６
日
ま
で

試
験
日
　
一
般
・
技
能
と
も
、
平
成 

30
年
４
月
14
日
〜
18
日
の
内
１
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
　
通
年

試
験
日
　
平
成
30
年
２
月
10
日（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
長
野
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

６
０
２
６

【
席
書
大
会
】

日
時
　
１
月
４
日（
木
）

　
　
　
受
付…

午
前
９
時

　
　
　
開
会
式…

午
前
９
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

※

小
中
学
生
は
各
学
校
で
取
り
ま
と

め
ま
す（
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
）。

【
書
初
展
】

日
時
　
１
月
４
日
〜
６
日

・
４
日（
木
）午
後
３
時
30
分
〜
５
時

・
５
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
６
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
上
小
教
育
サ
ー
ク
ル

で
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
五

色
百
人
一
首
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
８
日（
月
・
祝
）

　
　
　
受
付…

午
前
11
時
50
分

　
　
　
試
合…

午
後
０
時
30
分
〜

会
場
　
西
念
寺

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法

　住
所
、
学
校
名
、
児

童
氏
名
、
学
年
、
希
望
札
色
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

青
色
・
赤
色
・
黄
色
の
各
色
先

着
32
名
で
締
切

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

　
小
林
さ
ん
（
小
学
校
教
員
）

　
Ｅ
メ
ー
ル
：

　goshokusainenji@
gm

ail.com

　
☎
０
９
０―

１
８
６
６―

４
６
８
１

期
日
　
１
月
１
日（
月
）

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

　
　
　（
開
会
式
・
ス
タ
ー
ト
）

ク
ラ
ス

・
親
子
ペ
ア…

１
・
５
㎞

・
小
学
生
、
一
般
の
部（
中
学
、
高

校
生
含
む
）…

１
・
５
㎞
、３
㎞
、６

㎞
か
ら
選
択

時
間
　
受
付…

午
前
９
時

　
　
　
開
会
式…

午
前
９
時
30
分

　
　
　
競
技
開
始…

午
前
10
時

申
込
締
切
　
12
月
13
日（
水
）

※

小
中
学
生
は
各
学
校
で
取
り
ま
と

め
ま
す（
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
）。

※

荒
天
に
よ
る
中
止
の
場
合
あ
り

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
10
月
22
日（
日
）、
文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館
に
お
い
て
第
17
回
更
埴
地
区

少
年
剣
道
坂
城
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
、
坂
城
町
・
千
曲
市
・
青

木
村
の
小
中
学
生
29
団
体
１
５
０
名

が
団
体
戦
で
競
い
合
い
、
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
低
学
年
の
部

　第
１
位
】

佐
藤
慶
一
郎
、
内
山
陽
日
樹
、
近
藤

美
紀
、
岡
本
洸
樹
、
浅
野
井
拓

【
小
学
生
高
学
年
の
部

　第
２
位
】

浅
野
井
瑞
、小
松
原
寿
美
怜
、塚
田
凪
、

栗
林
結
花
、
柳
澤
徹
希

【
中
学
生
男
子
の
部

　第
２
位
】

栗
林
光
琉
、菱
田
桔
平
、宮
嶋
敬
太
郎
、

笠
井
健
生
、
関
海
翔

【
中
学
生
女
子
の
部

　第
２
位
】

大
井
真
結
美
、
岡
本
清
那
、
山
下
愛

佳
莉
、
近
藤
咲
紀
、
内
山
み
な
美

【
中
学
生
女
子
の
部

　第
３
位
】

河
合
温
、
山
城
彩
心
、
姫
野
は
る
る
、
永

井
優
妃
乃
、
宮
下
萌
音
、
柳
澤
奈
津
美
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10
月
26
日（
木
）に
、
１
年
生
が
地
域
の
お
年
寄

り
の
方
々
を
学
校
に
お
迎
え
し
て
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
事
前
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
交

流
し
た
ら
い
い
か
企
画
し
た
り
、
質
問
の
内
容
を

考
え
た
り
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、

自
分
た
ち
も
お
年
寄
り
の
方
々
も
幸
せ
な
時
間
を

過
ご
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
当
日
は
、
19
名
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

が
学
校
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
合
唱

を
聴
い
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
小
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
の
会
話

タ
イ
ム
で
は
、
昔
の

学
校
の
こ
と
や
暮
ら

し
の
こ
と
を
質
問
し

ま
し
た
。
こ
ま
回
し

や
け
ん
玉
で
一
緒
に

遊
ん
だ
と
き
に
は
、

お
年
寄
り
の
方
の
上

手
な
技
に
あ
ち
こ
ち

か
ら
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　「
お
年
寄
り
の
方

は
自
分
の
知
ら
な
い

歴
史
や
遊
び
な
ど
を

た
く
さ
ん
知
っ
て
い
て

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
す
ご
く
楽
し
く
て
、

す
ご
く
笑
顔
で
い
ら
れ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方

も
笑
顔
で
し
た
。
こ
う
い
う
交
流
が
あ
っ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。」「
昔
は
部
活
が
な
か
っ
た
り
、
給

食
が
お
弁
当
だ
っ
た
り
し
て
、
今
と
昔
は
や
っ
ぱ
り

ち
が
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。」「
私
た
ち
よ
り
ず
っ

と
長
く
生
き
て
い
る
人
生
の
先
輩
の
お
話
が
聞
け
て
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。」
等
の
感
想

を
生
徒
は
持
ち
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82-2008

坂城中学校教頭　渡邊 浩司
「楽しい時間をありがとう」

健康的な
生活リズムをつくる
食生活のポイント

　児童虐待とは、保護者がその監
護する児童（18 歳未満の者）に対し、
次のような行為をすることです。

身体的虐待
児童に身体の痛み、苦痛、外傷が
生じるおそれのある暴行を加える
こと。

性的虐待
児童にわいせつな行為をしたり、
させたりすること。

心理的虐待
児童に対する著しい暴力的な言動
や、心理的外傷を与えること。
怠慢または拒否（ネグレクト）

児童に対し著しい食事の制限、長
時間の放置など保護者としての監
護を怠ること。

　虐待の早期発見・再発防止には
地域の皆さんの見守りやご協力が
重要です。児童虐待かもしれない
と感じたら、迷わず連絡または通
報してください。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　  午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２土曜日　    午前９時～正午

ほ の か
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20日（水） 午後２時～５時
保健センター

こころの
健康相談
精神保健福祉士が心の健康に関する相談を受けます。
ご希望の場合は、前日までに保健センター【☎
82-3111（内線511）直通75-6230】へお申込みください。

２日（土）
午前９時～正午
老人福祉センター夢の湯

社 協
結婚相談

12月
３日（日）

10 日（日）

17 日（日）

23 日（土）

24 日（日）

30 日（土）

31 日（日）

１月
１日（月）

２日（火）

３日（水）

二階堂医院
島谷医院
岡田外科医院
こみやま歯科医院
森本眼科クリニック
千曲中央病院
しおいり歯科医院
いろかわ医院
菅谷医院
鴇沢眼科
関歯科医院
長野寿光会上山田病院
稲荷山医療福祉センター
いなりやまクリニック
長野寿光会上山田病院歯科室
みやばやし小児科アレルギー科
飯島医院
菅谷東クリニック
前山歯科医院
市川内科医院
もみのき内科クリニック
かつの耳鼻咽喉科
滝沢歯科医院
かいぬま耳鼻咽喉科医院
千曲中央病院
滝沢歯科医院

やまざき医院
鴇沢内科クリニック
中沢内科医院
宮原歯科医院
村上堂大井クリニック
島谷医院
安川整形外科クリニック
宮原歯科医院
武市医院
あんずの里クリニック
坂口整形外科
竹内歯科医院

【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市稲荷山】
【千曲市力石】
【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市雨宮】
【 立 町 】
【千曲市稲荷山】
【千曲市屋代】
【千曲市粟佐】
【千曲市上山田温泉】
【千曲市野高場】
【千曲市稲荷山】
【千曲市上山田温泉】
【千曲市上徳間】
【 千 曲 市 中 】
【千曲市粟佐】
【千曲市上徳間】
【千曲市上山田温泉】
【千曲市寂蒔】
【千曲市粟佐】
【千曲市粟佐】
【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市磯部】

【千曲市上徳間】
【千曲市屋代】
【千曲市稲荷山】
【 網 掛 】
【 網 掛 】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市屋代】
【 網 掛 】
【 中 之 条 】
【 千 曲 市 森 】
【千曲市屋代】
【千曲市屋代】

☎(026)275-5582
☎(026)273-1201
☎(026)272-2828
☎ 8 1 - 7 0 1 1
☎(026)285-0020
☎(026)273-1212
☎(026)273-8080
☎ 8 2 - 2 1 4 3
☎(026)272-1024
☎(026)272-0031
☎(026)285-0418
☎(026)275-1581
☎(026)272-1435
☎(026)214-3501
☎(026)276-0300
☎(026)261-5221
☎(026)272-0269
☎(026)272-0493
☎(026)276-0282
☎(026)275-5515
☎(026)272-3610
☎(026)274-3387
☎(026)272-1132
☎(026)275-3341
☎(026)273-1212
☎(026)276-4636

☎(026)276-2700
☎(026)272-3713
☎(026)272-1013
☎ 8 2 - 8 7 1 1
☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)273-1201
☎(026)273-6611
☎ 8 2 - 8 7 1 1
☎ 8 2 - 2 6 0 6
☎(026)272-1005
☎(026)273-8680
☎(026)273-4500

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

３日（日）、17 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場　北側駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成29年８月生

平成29年５月生

平成29年２月生

平成28年10月生～11月生

平成28年４月生～５月生

受　付　日　時

15日（金）午後１時

12日（火）午前９時

８日（金）午後１時

■平成28年10月分　209.44ｔ
■平成29年10月分　209.28ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

11日（月）午前９時～11時30分
20日（水）午前９時30分～11時
役場第４・５会議室（３階）

11日は司法書士、20日は弁護士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。（た
だし、当日受付が可能な場合あり）

15日（金） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 20日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、12月12日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】
へお申込みください。

13日（水） 、27日（水）
午後１時30分～４時
役場第５会議室（３階） 

障がい者（児）
相 談

13日（水）午前９時
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朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後４時 30 分

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）　直通 75－6211

３日（日）

６日（水）

10日（日）

12日（火）

13日（水）

17日（日）

20日（水）

21日（木）

24日（日）

楽しい民話

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

明るい消費生活

楽しい民話

こちら119番

川　柳

楽しい民話

しおふきうす
鼠　玉井かつ子さん

給与所得者の年末調整
上田税務署

柴のお茶洗い石
北日名　春日秀子さん

交通事故防止
坂城町交番

最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

戸たてずの庄屋
込山　岡田由貴子さん
緊急通行時の安全確保

消防署
ＪＡビビット文壇

選者　小宮山正雄さん  
貧乏神

金井　青木典子さん

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

平成29年11月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,127世帯（＋11）
人　口： 15,194人    （＋  4）
　男　：  7,491人　（＋  5）
　女　：  7,703人　（－  1）

件　数：　　  4件
累　計：　　47件　（±  0）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（－  1）
負傷者：　　  6人
累　計：　　59人　（±  0）

平成29年10月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

☆児童図書
・きっぷでＧｏ！
　（原作：豊田　巧／ポプラ社）
・犬がおうちにやってきた！(動物の飼い方がわかるまん

が図鑑)
　（監修：井原 亮／学研プラス）

10月には、一般書102冊、児童書82冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆一般図書
・藤井聡太－名人をこす少年
　（著：津江章二／日本文芸社）
・島田秀平の運気が上がる！！手相の変え方
　（著：島田秀平／ぴあ）

クリスマスを探偵と
（文：伊坂幸太郎、絵：マヌエーレ・フィ

オール／河出書房新社）
　最新の小説「ＡＸ（アックス）」も話題
の伊坂幸太郎さんが、大学時代に書いた初
めての小説を全面的にリライトし、さらに
フランスの漫画家がイラストを描き下した
素敵な絵本です。図書館では他にもクリス
マスの絵本をたくさんそろえています。

☆おすすめの本

12月29日（金）～１月３日（水）は、年末年始のため
休館となります。

木

７
14
21
28

金
１
８
15
22
29

土
２
９
16
23
30

日

３
10
17

月

４
11
18
25

火

５
12
19
26

水

６
13
20
27

☆おはなし会　午前 11 時～
　９日（土）２階・集会室　23 日（土）１階・児童図書コーナー
※９日はクリスマス会です。素敵なゲストをお迎えする予定です。
☆点字・点訳講座　午後２時～　２階・集会室
　５日（火）、19 日（火）　講師：山口静枝さん

24 31
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　一人ひとりが、互いに認め合い支え合う人権感覚を養うとともに、福祉への理解を深めるため、作家
のドリアン助川さんをお招きして町民集会を開催します。
　ドリアン助川さんが渾身の想いで執筆された小説「あん」は、2015年に河瀬直美さんが監督を務めた
映画『あん』として、国内外で大きな感動を呼びました。今回の講演会では、この原作となる小説「あ
ん」に託された思いを語っていただきます。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

「私たちはなぜ生まれてきたのか？」
～ 小説「あん」でハンセン病快復者の人生を描いた意味 ～

講 師 ドリアン助川 さん（作家・詩の道化師）

◎問い合わせ先 　企画政策課 人権・男女共生係（隣保館）　☎82ー6603

坂城町文化センター　大会議室

12月９日（土）午後１時30分～４時 （開場：午後１時）

会場

日時

午後１時40分～２時20分　小学生人権作文の発表（坂城小学校）
午後２時30分～４時00分　記念講演

日程

無料入場料

ライフ・ステージエコー2018

－新たなフラメンコ音楽の世界へ－

日時　2018．1．13（土）

開場／午後１時30分　開演／午後２時

会場／坂城テクノセンター

入場料
【前売券】一般：1,300円（当日券1,600円）
【前売券】小中学生：700円（当日券800円）

◎チケット販売・問い合わせ先　教育文化課生涯学習係（文化センター内）　☎82－2069

▲ ｓｏｌｕｚ（ソルス）

プログラム
○マイ・フェイバリット・シングス

／映画「サウンドオブミュー
ジック」より

○リベルタンゴ
○花／喜納昌吉　ほか

ｓｏｌｕｚ（ソルス）…
フラメンコギター、ヴァイオリン、パー
カッションによるユニット。独自のス
タイルを追求し、新たな音楽のジャ
ンルを切り拓く。「今まで聞いたこと
のない世界観」と話題を呼んでいる。

ライフ・ステージエコー2018ＬＩＦＥ
ＳＴＡＧＥ ＥＣＨＯ 2018

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp
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